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(29) 谷口 勝紀 永井 孝幸 杉谷 賢一 林 恵里 松葉 龍一 河津 秀利,岩永 菜穂子, "熊本

大学公式 Web サイト更新に伴う認証システムの構築", 大学 ICT 推進協議会 2012 年

度年次大会講演論文集 p.224-p.227 
(30) 岩永 菜穂子,松葉 龍一,永井 孝幸,中村 直美,河津 秀利,坂本 瑞穂,伊澤 睦,木田 健, 

林 恵里,谷口 勝紀,青木 敏裕,竹本 浩,野口 緑,久保田 真一郎,宇佐川 毅,中野 裕司, 
杉谷 賢一, "熊本大学 公式/教職員Webサイトリニューアル プロジェクト", 大学 ICT
推進協議会 2012 年度年次大会講演論文集 p.353-p.357 

(31) 岩永 菜穂子,松葉 龍一,永井 孝幸,中村 直美,河津 秀利,坂本 瑞穂,伊澤 睦,木田 健, 
林 恵里,谷口 勝紀,青木 敏裕,竹本 浩,野口 緑,久保田 真一郎,宇佐川 毅,中野 裕司, 
杉谷 賢一, "熊本大学 公式/教職員Webサイトリニューアル プロジェクト", 大学 ICT
推進協議会 2012 年度年次大会講演論文集 p.353-p.357 

(32) 坂本 瑞穂,伊澤 睦,木田 健,岩永 菜穂子,河津 秀利,久保田 真一郎,永井 孝幸,松葉 龍
一, "利用者のためのウェブサイトデザイン - 公式ウェブサイトと教職員向け情報サ

イトのシステム統合  -", 大学 ICT 推進協議会 2012 年度年次大会講演論文集 
p.358-p.362 

(33) Yasushi Kodama, Katsusuke Shigeta, Takayuki Nagai, " About Internationalization of 
Matterhorn and Introduction to Japanese University Community", Matterhorn Unconference 
2012, University of California San Diego 

(34) 永井孝幸,坂本瑞穂,伊澤睦,松葉龍一, "Plone4を利用した熊本大学公式Web/教職員Web
サイトの再構築", Plone Educational Symposium in Tokyo 2013 

(35) 永井孝幸, "映像配信を利用した教育情報システムの最新事情",法政大学情報メディア

国際シンポジウム 2013 
(36) 久保田真一郎, 田村規雄, 八木玲子, 西村岳史, 中野淳, 松葉龍一, 中野裕司, 情報処

理科目におけるオンラインの雑誌記事の活用, 大学 ICT 推進協議会 2012 年度年次大

会, 神戸, H2-3 
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(37) 久保田真一郎, 右田雅裕, 杉谷賢一, 武藏泰雄, 永井孝幸, 戸田真志, 入口紀男, 喜多 
敏博, 松葉龍一, 辻一隆, 島本勝, 木田健, 中野裕司, 4 年間にわたる情報処理科目ア

ンケート結果の分析と考察, 第 117 回コンピュータと教育研究発表会, 熊本, 情報処

理学会研究報告, Vol.2012-CE-117, No.13, pp. 1-5(2012) 
(38) 久保田真一郎, 石丸正人, 杉谷賢一, 相関ルールにより生成された FingerPrint を利

用した無線LAN 位置推定手法の検討, 第 20回インターネットと運用技術研究発表会, 
奈良, 情報処理学会研究報告, Vol.2013-IOT-20, No.39, pp.1-4(2013) 

(39) 久保田真一郎, Mahara によるポートフォリオテンプレートを利用した学習, 日本教

育工学会第 28 回全国大会, 長崎, 発表論文集, pp.565-566(2012) 
(40) 根本淳子, 久保田真一郎, 高橋暁子, 竹岡篤永, 鈴木克明, 修士課程研究法導入演習科

目の支援レベルを高める授業改善 －オンライン学習者のニーズを踏まえて－, 日本

教育工学会 2012 年度第 5 回研究会, 東京, 日本教育工学会研究報告集, Vol.JSET12-5, 
pp.141-146(2012) 

(41) 中野裕司, 本間里見, 松葉龍一, 久保田真一郎, 永井孝幸, 喜多敏博, 宇佐川毅, カリ

キュラムマップと連動したｅポートフォリオに求められる要件と実装の検討, 日本教

育工学会 2012 年度第 5 回研究会, 東京, 日本教育工学会研究報告集, Vol.JSET12-5, 
pp.77-82(2012) 

(42) 久保田真一郎, 松葉龍一, ePIC2012 参加レポート, Mahara オープンフォーラム 2012, 
熊本 

(43) Yasuo Musashi, Satoshi Dobayashi, Shinichiro Kubota, and Keinchi Sugitani: Euclidian- and 
Cosine-Distances based Detection of Distributed Host Search Attacks, IPSJ SIG Technical 
Reports, Internet Operation and Technology 16th (IOT16) Vol. 2012-IOT-16, No. 31, pp. 1-6 
(2012) 

 
 

5. 学術著書または総説(解説) 
 
(1)  戸田真志，榎本洸一郎，桒原 康裕，"殻縁特徴とその空間分布を利用した砂場環境で

のホタテ領域抽出手法"，画像ラボ，Vol.23, No.6, pp.6-14, 2012. 
(2)  戸田真志，萩沢武志, 榎本洸一郎，田村正勝, 木村賢史, 武田榮，"コンブ漁業支援を

目的とした水中映像からの海藻類抽出"，画像ラボ，Vol.23, No.7, pp.1-8, 2012. 
(3)  戸田真志, 東京大学出版会, ワークショップと学び第3巻「まなびほぐしのデザイン」，

第 7 章「分析ツールの技術的展開と可能性」, 2012. 
(4)  中野裕司, 日本の大学事例(1) 熊本大学教授システム学専攻 (シリーズ大学と社会を

結ぶ e ポートフォリオ第 17 回), 文部科学教育通信，No.290, 2012 年 4 月 23 日号，
pp.18-19 (2012-04). 

(5)  中野裕司, 日本の大学事例(2) 熊本大学教授システム学専攻 (シリーズ大学と社会を

結ぶ e ポートフォリオ第 18 回), 文部科学教育通信，No.291, 2012 年 5 月 14 日号，
pp.21-22 (2012-05). 

 

6. 科研費等 
 
(1) 中野裕司(代表): 基盤研究（Ｃ）「クラウド化とパーソナル化による数式処理サービス

の Web 汎用化」，平成 24 年度: 2,210 千円（間接経費は除く） 
(2) 中野裕司(分担): 基盤研究（Ｃ）「ID で教員の e ラーニング実践と継続を動機づける支

援フレームワーク構築の研究」，平成 24 年度: 100 千円（間接経費は除く） 
(3) 中野裕司(代表): 共同研究費「クラウドを活用した情報教育に関する研究」, 日経 BP

株式会社, 平成 24 年度: 200 千円（間接経費は除く） 
(4)  



 7

(5) 久保田真一(分担): 共同研究費「クラウドを活用した情報教育に関する研究」, 日経

BP 株式会社 
(6) 中野裕司: 寄附金, 西日本電信電話株式会社, 475 千円（間接経費は除く） 
(7) 戸田真志(代表): 基盤研究（Ｃ）「映像想起とそのスケッチ表現メカニズムを利用した

未整理映像の検索方式」，平成 24 年度: 1,200 千円（間接経費は除く） 
(8) 戸田真志(分担): 基盤研究（Ｂ）「アンラーニング・ワークショップの分析過程に関す

る研究」，平成 24 年度: 350 千円（間接経費は除く） 
(9) 戸田真志(分担): 基盤研究（Ｂ）「映像メディアツール開発を通した観察研究方法論の

構築」，平成 24 年度: 200 千円（間接経費は除く） 
(10) 戸田真志(代表): 共同研究費「オホーツク海ホタテガイ外海採苗安定調査および浮遊

幼生自動解析技術開発」，地方独立行政法人北海道立総合研究機構，平成 24 年度: 270
千円（間接経費は除く） 

(11) 戸田真志(代表): 共同研究費「根室海峡ホタテガイ生産安定化に向けたモニタリング

調査」，地方独立行政法人北海道立総合研究機構，平成 24 年度: 270 千円（間接経費は

除く） 
(12) 戸田真志(代表): 共同研究費「漁場海底画像を利用したホタテガイ高精度資源量推定

技術開発」，地方独立行政法人北海道立総合研究機構, 平成 24 年度: 188.19 千円（間接

経費は除く） 
(13) 戸田真志(代表): 共同研究費「シイタケ等級判別技術に関する研究」，公益財団法人函

館地域産業振興財団，平成 24 年度: 270 千円（間接経費は除く） 
(14) 永井孝幸(代表): 若手(B) 「高解像度教育コンテンツ映像の活用に向けた映像加工シス

テム基盤の構築」, 平成 23 年度: 1,000 千円（間接経費は除く） 
(15) 永井孝幸(分担): 基盤(C)「クラウド化とパーソナル化による数式処理サービスの Web

汎用化」 
(16) 武藏泰雄(分担): 挑戦的萌芽 「市民協働のための雨水グリッドの開発」, 平成 24 年度: 

200 千円（間接経費は除く） 
 

7. 受賞 
 
(1) 今村貴明, 教育システム情報学会学生研究発表会 優秀賞 (今村貴明, 永井孝幸, 中野

裕司, タッチタイピング練習支援のための USB カメラを用いた視線判定方法の提案, 
2012 年度教育システム情報学会 学生研究発表会(九州), 熊本大学, 熊本, 2013 年 2 月

28 日). 
(2) 新田健人, 長崎健, 戸田真志, 平田圭二, 松原仁, 情報処理学会北海道支部技術研究賞

（2012.10.06） 
(3) Takuya Sato, Takeshi Nagasaki, Masashi Toda, and So Otsuka, The 1st IEEE Global 

Conference on Consumer Electronics (GCCE2012) Outstanding Poster Award (2012.10). 
 

8. 特許・特許出願等 
 
(1)  戸田真志 , 長崎健 , 大塚聡 , “半導体集積回路および物体距離計測装置” , 特願

2012-169102（出願日：2012 年 7 月 31 日）. 
(2)  Masashi Toda, Takeshi Nagasaki, So Otsuka, “ SEMICONDUCTOR INTEGRATED 

CIRCUIT AND OBJECT-DISTANCE MEASURING APPARATUS”, 13/754,948（基礎出

願番号：特願 2012-169102）（出願国：アメリカ合衆国, 出願日：2013 年 1 月 31 日） 

 


